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道路－２－１ 

１．事業の概要 

（１）中九州横断道路の概要及び整備効果 

 ①事業の概要 

中九州横断道路は、平成 6年 12 月

に計画路線に指定された地域高規格

道路で、大分市を起点として竹田市

等を経由し熊本市に至る延長約

120km の道路である。 

大分市、熊本市を中心としたそれ

ぞれの都市圏を相互に連絡し、両県

の交流を促進するとともに、沿線地

域の産業発展、地域活性化に寄与す

ることを目的とした道路である。 

なお、現在までに、犬飼 IC～大野

IC間の約12kmが暫定2車線で供用し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲中九州横断道路路線図 

▲位置図 
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②整備効果 

 
 
 

現在約 220 分を要する国道 57 号等を利用した大分～熊本間の所要時間は、中九州

横断道路を利用することで約 170 分へと、約 50 分短縮される。 

このような中、現状における熊本市を中心とした時間圏は、南北方向に対し東西方

向への時間が偏在化し、偏在化する時間圏と歩調を合わせるように、人・物の交流量

にも格差が生じているものと考える。 

中九州横断道路の整備による移動時間の短縮は、熊本市を中心とした時間圏の偏在

化を見直し、現状において格差が生じる東西方向における産業・経済の発展、観光の

振興はもとより、沿線地域間における交流連携の支援に寄与するものと期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効効果果１１：：地地 域域 間間 のの 交交 流流 ・・ 連連 携携 のの 支支 援援   

▲中九州横断道路の整備による時間短縮（全線2車線供用時） 

▲熊本市からみた時間地図 

備考：算定区間は熊本市役所～大分市役所間。 

    現況は H17 道路交通センサス混雑時旅行速度にて算定。 

    将来は中九州横断道路暫定 2 車線 70km/h にて算定。 

資料：熊本河川国道事務所

120分

180分

120分

180分

凡例

:将来
:現在

胴回りの太い九
州。南北間と東西
間の時間格差が
顕著。

大分～熊本間
５０分短縮
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中九州横断道路の沿線には、九州を代表する 1,000 万人規模の観光エリアとなる別

府、阿蘇、菊池エリアが集中するとともに、九重、熊本、玉名・荒尾といった 500 万

人規模の観光エリアも存在し、中九州横断道路の整備に伴う移動時間の短縮は、観光

周遊を行う上での観光軸として機能するものと期待される。 

このような中、2011 年春には九州新幹線鹿児島ル－トの全線開業が予定され、中

九州横断道路の整備は、新たな観光客増が予想される熊本駅や新玉名駅等の西側交通

拠点と、東方向の観光エリアを結ぶ観光軸ともなり、集中する観光客を円滑に観光エ

リアへと誘導する観光軸として機能するものと期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

効効果果２２：：観観 光光 ネネ ッッ トト ワワ ーー クク のの 強強 化化   

▲主要観光地の観光客数(Ｈ19) ※大分県のみ H18 データ 
観光資料：各県観光統計（大分県以外）  

九州データブック 2009（大分県）

九州新幹線資料：熊本県ホームページ 
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中九州横断道路の両端には、九州縦貫自動車道や東九州自動車道の高速ＩＣが立地

するとともに、熊本空港や大分空港、重要港湾である熊本港や大分港、別府港、さら

に、九州縦貫自動車道や東九州自動車道を介しては、中津港、津久見港、三池港や博

多港とも接続し、中九州横断道路の整備は、沿線地域と広域物流拠点との結節可能性

を高める。 

このような中、中九州横断道路の沿線には、自動車や半導体関連企業の集積が高い

菊陽町・大津町の「本田技研工業」をはじめ、「熊本中核工業団地」や大分市の「大

分インテリジェントタウン」等の多くの工業団地が立地する。さらに、熊本県、大分

県が全国上位の生産量を誇る主要農産品の主な生産拠点である阿蘇地域、竹田市・豊

後大野市が存在し、中九州横断道路の整備は、輸送時間の短縮、さらには、主要産品

における搬入・搬出先の選択肢拡大に伴う物流の効率化をもたらすものと期待される。 
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効効果果３３：：物物 流流 のの 効効 率率 化化   

▲熊本港取扱貨物量の推移 

資料：熊本港湾・空港整備事務所 HP
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▲熊本空港取扱貨物量の推移 

資料：熊本港湾・空港整備事務所 HP

フェリー

移入

移出

輸入

輸出

増加傾向！ 

増加傾向！ 

▲広域物流拠点の分布 

竹田市・豊後大野市の主要農産品 

熊本中核工業団地（大津町）

ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ（菊陽町） 
大分ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾀｳﾝ 

（大分市） 

阿蘇地域の主要農産品 
トマト 肉用牛

かぼす 乾ししいたけ

本田技研工業（大津町） 

熊本県生産量 
全国第１位 

熊本県生産量 
全国第 4 位 

大分県生産量 
全国第１位 

大分県生産量 
全国第１位 
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国道 57 号は熊本と大分を連絡する唯一の幹線道路であり、国道 57 号を利用して多

くの観光客や物が流れている。さらに、沿線には 9市町村の住民約 130 万人が生活し

ており、国道 57 号はこれらの沿線住民の日常的な移動も支えている。 

このような中、国道 57 号では豪雨などに伴う道路災害が発生し、全面通行規制も

多く発生している。そのため、中九州横断道路の整備による国道 57 号のリダンダン

シーの確保は、国道 57 号利用交通や沿線住民の安心・安全な交流軸として機能する

ことが期待される。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

効効果果４４：：安安全全・・安安心心なな交交流流軸軸のの確確保保  

▲国道 57 号における災害発生状況（平成 2 年～） 
資料：道路災害データベース（九州地方整備局)

大分県毎月流動人口調査（Ｈ20.10） 

熊本県推計人口調査結果報告（年報） 

国道 57 号の通行止め時の状況 

（平成 2 年 7 月 2 日 大分県竹田市三宅） 

【国道５０２号の土砂災害】 

平成２１年８月１０日１８：２５頃、大分県竹田市片ヶ

瀬の国道５０２号で土砂崩壊が発生。車８台が巻き込ま

れたが、そのうち５台は土砂に埋まるなどしたほか、３

台は近くを流れる大野川に押し流された。これにより同

路線は全面通行止め。 
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（２）阿蘇大津道路の概要 

①事業の概要 

阿蘇大津道路は、中九州横断道路の一部を構成する道路である。阿蘇大津道路と並

行する国道 57 号の交通混雑緩和、地域間の連携・交流を図り、沿線地域の産業発展

や地域活性化への寄与を目的とした事業である。 

また、阿蘇大津道路は、国道 57 号、（一）北外輪山大津線等の周辺道路とネットワ

ークを形成し、広域的な通過交通を分担する道路である。 

 

②道路諸元と横断面構成 

 

 

事 業 区 間 自 阿蘇市車帰 至 菊池郡大津町大字古城 

事業化年度 平成 12 年度 

計 画 延 長 約 5.3 ㎞ 

構 造 規 格 第 1 種第 3 級（自動車専用道路） 

設 計 速 度 80 ㎞/h 

車 線 数 4 車線 

幅 員 構 成 W=20.5m（暫定 2 車線 W=10.5m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼計画諸元 

▲阿蘇大津道路位置図 
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※（   ）内は暫定供用時の幅員 

▲断面図 （単位：ｍ） 

▲トンネル （単位：ｍ） 

▲橋梁 （単位：ｍ） 
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２．事業の必要性 

（１）事業を巡る社会情勢の変化 

①沿線地域の社会・経済情勢 

１）市町村合併 

国道 57 号が通過する市町村では、市町村合併が進められており、沿線地域では、

旧一の宮町と旧阿蘇町、旧波野村が合併した阿蘇市、旧白水村と旧久木野村、旧長

陽村が合併した南阿蘇村が誕生するなど、行政域が広域化している。 

 

 

 

合併時期 合併後市町村 合併前市町村 

H17.2.11 阿蘇市 一の宮町 阿蘇町 波野村 

H17.2.13 南阿蘇村 白水村 久木野村 長陽村 

H20.10.6 熊本市 熊本市 富合町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼沿線市町村の合併状況 

▲国道 57 号沿線市町村の合併状況 

※国道 57 号沿線市町村：熊本市、菊陽町、大津町、南阿蘇村、阿蘇市
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２）人口動向、高齢化の進展 

阿蘇大津道路が事業採択時（H12）以降、熊本市、菊陽町、大津町では、人口が増

加の傾向にある。一方、阿蘇市、南阿蘇村等の阿蘇地域においては、人口が減少傾向

にある。 

このような中、阿蘇地域に位置する阿蘇市や南阿蘇村では、事業採択時（H12）以

降、熊本県平均を上回る高齢化が進展し、平成 20 年時点の高齢化率は約 30%と、県

平均（25%）を 5 ポイント程上回っており、人口減少による活力低下や進展する高齢

化への対応が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人口の推移 

資料：国勢調査、熊本県推計人口調査結果報告

▲高齢化率の推移 

※高齢化率：総人口に対する年齢 65 歳以上人口の割合

資料：国勢調査、熊本県推計人口調査結果報告
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H12 H20

阿蘇市

南阿蘇村

熊本県

熊本市

大津町

菊陽町
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３）産業の動向 

【就業人口の特性】 

就業人口の割合は、事業採択時（H12）以降大きな変化は見られないものの、菊陽

町や大津町では、第 2次産業就業人口の割合が県平均と比較して高く、特に、大津町

の就業割合は平成 17 年で 34％を占めるなど、菊陽町や大津町は、第 2次産業への依

存が高い地域である。 

一方、阿蘇市や南阿蘇村は、第 1次産業人口の割合が県平均を上回り、特に、南阿

蘇村は１／４以上が第 1次産業に就業するなど、阿蘇市や南阿蘇村は、第 1次産業へ

の依存が高い地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12% 12%

4% 4%

9% 7% 11% 10%
26% 26%

19% 19%

25% 22% 

19% 17% 

30% 29% 
36% 34% 

20% 17%
24% 21% 

63% 66% 
77% 79% 

62% 64% 
54% 56% 54% 58% 57% 60% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

第1次産業

第2次産業

第3次産業

H12   H17
熊本県

H12   H17
熊本市

H12   H17
菊陽町

H12   H17
大津町

H12   H17
南阿蘇村

H12   H17
阿蘇市

554,938 570,915

218,013 193,175

107,480 100,095

239,927 246,290

58,988 53,092

11,892 11,360

1,190 1,066

8,512 10,030

4,101 4,622

7,289 7,993

4,863 4,820

3,242 3,417

1,236 986

1,459 1,483
1,559 1,519

8,798 8,749

3,604 3,067

2,910 2,738

上：割合

下：就業人口事業採択時 
(H12) 

▲産業分類別就業人口の割合 
資料：国勢調査

第 1 次産業人

口の割合が県

平均を超過

第 2 次産業人

口の割合が県

平均を超過
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【農業の状況】 

第 1 次産業への依存が高い阿蘇市や南阿蘇村は、農業産出額が事業採択時（H12）

以降伸び悩んでおり、平成 18 年における農家人口１人当たりの農業産出額は、阿蘇

市が県平均と同程度の約 132 万円、南阿蘇村は約 76 万円と県平均の 6 割程度の水準

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内 
順位 

市町村名 
農業産出額 
（億円） 

県内 

シェア 

1 熊本市 286 9.6%

2 八代市 284 9.5%

3 菊池市 282 9.5%

4 玉名市 209 7.0%

5 宇城市 186 6.2%

6 山鹿市 162 5.4%

7 阿蘇市 119 4.0%

8 植木町 118 4.0%

9 天草市 102 3.4%

10 合志市 80 2.7%

12 大津町 70 2.4%

22 菊陽町 37 1.3%

23 南阿蘇村 37 1.2%

資料：生産農業所得統計

▼農業産出額の県内順位およびシェア（H18） 

※黄ハッチは沿線市町村を示す 

※※全 47 市町村 

▲沿線市町村における農業産出額の推移 

▲農家人口 1人当たり農業産出額の推移 

資料：生産農業所得統計 

105.8 

140.8 

122.2 

144.0 
157.2 

182.4 

64.5 

76.1 

98.3 

132.1 

96.8 

126.2 

50.0 

70.0 

90.0 

110.0 

130.0 

150.0 

170.0 

190.0 

H12 H18

熊本市 菊陽町 大津町
南阿蘇村 阿蘇市 熊本県

（万円）

事業採択時
(H12) 

336

286

43
37

83
70

40 37

114 119
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300

350

400

H12 H18

熊本市 菊陽町 大津町

南阿蘇村 阿蘇市

（億円） 事業採択時
(H12) 
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【工業の状況】 

■製造品出荷額 

第２次産業への就業割合が高い菊陽町や大津町の製造品出荷額は、事業採択時

（H12）以降、菊陽町は大きく増加しているものの、大津町についてはほぼ横ばいの

状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内 
順位 

市町村名 
製造出荷額 
（億円） 

県内 

シェア

1 大津町 4,197 14.2% 

2 熊本市 3,075 10.4% 

3 合志市 2,951 10.0% 

4 八代市 2,493 8.4% 

5 菊池市 1,776 6.0% 

6 長洲町 1,759 6.0% 

7 菊陽町 1,486 5.0% 

8 和水町 1,280 4.3% 

9 宇城市 1,189 4.0% 

10 宇土市 782 2.6% 

15 阿蘇市 613 2.1% 

40 南阿蘇村 18 0.1% 

▲沿線市町村における製造品出荷額の推移 

▼製造品出荷額の県内順位およびシェア（H19） 

資料：工業統計

※黄ハッチは沿線市町村を示す 

※※全 47 市町村 

資料：工業統計 

2430.2 
1928.2 

1565.7 

4666.8 

6343.5 

4814.7 

1763.7 

958.0 

2761.6 
3365.6 

2776.0 2890.7 

0.0 

1000.0 

2000.0 

3000.0 

4000.0 

5000.0 

6000.0 

7000.0 

H12 H19

熊本市 菊陽町 大津町

南阿蘇村 阿蘇市 熊本県

（万円）
事業採択時

(H12)

▲従業者１人当たりの製造品出荷額の推移 

4511

3075

204

1486

4114
4197

50 18

488 613

0

1000

2000

3000

4000

5000

H12 H19

熊本市 菊陽町 大津町

南阿蘇村 阿蘇市

（億円）
事業採択時

(H12) 
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■工場立地の状況 

国道 57 号沿線の菊陽町や大津町では、セミコンテクノパ－ク、熊本中核工業団地

をはじめとする工業団地が開発されており、自動車や半導体関連企業の集積が顕著に

なっている。 

また、企業の生産拠点としての機能集約や増床計画が進展するなど、進展する工業

集積の支援に向けた対応が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能集約】 

・本田技研工業では、熊本製作所を二輪車および汎用機の世界のマザー工場として位置付け生産機能を集約。 

【増床計画など】 

・H18 年以降、東京エレクトロン九州㈱、ソニーセミコンダクタ九州㈱が増床。大津製作所では増床予定。 

▲国道 57 号沿線の主な工業立地 
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４）観光動向 

阿蘇くじゅう国立公園を有する阿蘇地域は、年間 1,800 万人以上を集客する九州

地方を代表する観光拠点であり、年間を通して観光需要は高い。また、事業採択時

（H12）以降観光客総数は近年横這いの傾向であるものの、外国からの観光客が増加

傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲阿蘇地域の観光入込み客数の推移
資料：H19 熊本県観光統計表 

▲熊本県の外国人観光客の推移 

資料：H19 熊本県観光統計表 

※阿蘇地域：阿蘇市、南阿蘇村、高森町、西原村、小国町、南小国町、産山村

27 27
42 49 52 55

107

160
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100
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160

180

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（万人/年）

H12～H19

約６倍

事業採択時
(H12) 

1,684
1,792 1,889 1,906 1,843 1,836 1,852 1,865

0.90 

0.95 

1.00 
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1.15 

1.20 
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500

1,000

1,500

2,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

阿蘇地域観光入り込み客数 阿蘇地域 H12に対する伸び率

県全体 H12に対する伸び率

（万人）
事業採択時 

(H12) 
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５）自動車保有台数、免許保有者数 

運転免許保有者数は、事業採択時（H12）以降、沿線市町村の全てで増加の傾向に

ある。 

また、沿線市町村における自動車保有台数は増加の傾向にあり、人口増加が著し

い菊陽町や大津町では、事業採択時（H12）以降保有台数の伸びが著しい。一方、阿

蘇市や南阿蘇村は、菊陽町や大津町と比較して保有台数の伸びは低いものの、１世

帯当たりの保有台数は菊陽町や大津町と同様に熊本県平均を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲沿線市町村における自動車保有台数の伸び率 
資料：市区町村別自動車保有車両数 

（（財）自動車検査登録情報協会） 

市区町村別軽自動車車両数 

（（社）全国軽自動車協会連合会） 

▲1 世帯当たりの自家用乗用車保有台数の推移 

資料：【世帯数】 

・国勢調査（H12） 

・熊本県推計人口調査（H19） 

【自動車保有台数】 

・市区町村別自動車保有車両数 

（（財）自動車検査登録情報協会） 

・市区町村別軽自動車車両数 

（（社）全国軽自動車社協力連合会）

※自家用乗用車：普通乗用車、小型乗用車、軽乗用車の合計

▲沿線市町村における運転免許保有者数の伸び率 

資料：交通要覧（熊本県警察本部交通部）
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②沿線地域の交通情勢 

１）交通需要 

阿蘇大津道路と並行する国道 57 号では、交通需要が増加傾向にあるとともに、平

成 17 年時点の交通量は 20,000～28,000 台／日と、２車線道路の交通容量（一般的な

２車線道路で約 9,000 台／日程度）を大きく上回り、交通需要に対応した交通容量の

確保が求められる区間である。 

また、国道 57 号は、九州の代表的な観光地である阿蘇地域へのアクセス道路とな

っていることから、休日の交通需要は平日の需要を上回り（平日交通量と比較して、

休日の交通量は約 1,000～2,000 台多い）、交通需要に対応した交通容量の確保は、休

日交通において、より一層求められる状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：道路交通センサス 
▲国道 57 号における 24 時間交通量の推移 
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２）利用交通の特性 

【平 日】 

阿蘇大津道路と並行する国道 57 号の利用交通は、阿蘇市赤水断面交通量の約

50％、大津町大林断面交通量の約 30％に当たる 6,200 台/12h が阿蘇市赤水～大津

町大林間を通過する交通である。また、通過交通の約 30％を貨物車が占めるとと

もに、県外関連の交通も約 20％を占め、平日の国道 57 号は、当該エリアを通過す

る広域的な貨物交通が多い路線となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
通過交通の車種構成 

通過交通割合（阿蘇市赤水） 

 
通過交通割合（大津町大林）

▲国道 57 号における通過交通の状況（平日）

小型貨物

12.8%

普通貨物

18.0%

乗用車

68.0%

バス

1.2%

国道57号

通過交通

6200台/12h
（平日）

資料：H21 ナンバープレート調査結果 

貨 物 車 が 約
30％を占める

通過交通, 

48.5%

県内, 

77.2%

県外, 

22.5%

不明, 

0.2%

その他, 

51.5%

断面交通量

12,787

台/12h

県外関連 
交通が 
約 20％ 

通過交通, 

31.4%

県内, 

77.2%

県外, 

22.5%

不明, 

0.1%

その他, 

68.6%

断面交通量

19,761

台/12h
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【休 日】 

休日における国道 57 号の利用交通は、阿蘇

市赤水断面交通量の約 40％、大津町大林断面

交通量の約 30％が阿蘇市赤水～大津町大林間

を通過する交通である。また、通過交通の約

90％を乗用車が占めるとともに、その内県外関

連の交通が約 30％を占めるなど、休日の国道

57 号は、当該エリアを通過する広域的な乗用

車（観光交通）が多い路線となっている。特に、

お盆時期の国道 57 号は、県外関連の通過を目

的とした乗用車の割合が高まる状況となる。 

このような中、お盆時期の大津町大林～阿蘇

市赤水間の走行速度は、通過交通が最も多くな

る 14 時台に約 25km/h となり、特異日（お盆等）

における交通渋滞の緩和に向けては、通過交通

の削減が求められる状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.7 26.7 

38.6 
31.8 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

上り

（大林→赤水）

下り

（赤水→大林）

お盆

［H21.8.16（日）］

休日

［H21.9.6（日）］
（㎞/h）

▲国道 57 号混雑時平均旅行速度(14 時台) 

▲国道 57 号における通過交通の状況（休日） 

 
通過交通割合（阿蘇市赤水） 

 

通過交通割合（大津町大林） 

資料：H21 ナンバープレート調査結果
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通過交通 その他 

通過交通の車種構成

【お盆(H21.8.16(日)】 
【休日(H21.9.6(日)】 
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観光交通 
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３）渋滞発生状況 

阿蘇大津道路と並行する国道 57 号では、平日における交通渋滞はもとより、休日、

さらには、観光シ－ズンにおける交通渋滞が発生し、ゴールデンウィークに実施し

た調査（平成 18 年 5 月 3 日）では、上り方向が下野交差点を起点とした 15.3km の

渋滞、下り方向が立野交差点を起点とした 12.8km の渋滞が観測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地点別渋滞の発生状況 

≪③阿蘇大橋交差点付近≫≪②立野付近≫≪①瀬田付近≫

資料：H18 交通実態調結果
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４）国道 57 号等周辺事業の状況 

平成 15 年度の俵山バイパス供用により、国道 57 号の負荷軽減が期待されたが交

通量の減少は極めて小さく交通環境は依然として改善されていない。 

国道 57 号は、縦断勾配がきつく、また

複数のサグや平面線形の不良箇所が存在

し、これらは通行車両の速度低下の要因

となっており、また交通安全上の課題に

もなっている。 

地方自治体からの強い要請もあり、国

道 57 号の渋滞緩和、交通の安全確保とい

った喫緊の課題に対処することを優先し、

立野拡幅等の現道対策を重点的に実施中

である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲俵山バイパス供用前後による交通量の変動 
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資料：道路交通センサス

▲国道 57 号等周辺事業の状況 
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（２）事業の効果・必要性 

 
 

阿蘇大津道路の供用により、国道 57 号利用交通のトリップ長は現況時の 57ｋｍか

ら 47ｋｍへと減少しており、国道 57 号を利用していた足の長い交通が阿蘇大津道路

へ転換したことが予測される。 

阿蘇大津道路は、周辺道路との連携を図りつつ、足の長い広域的な通過交通の適正

な分担を図る道路であり、通過交通の分担は国道 57 号の混雑緩和をもたらすものと

期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果１  交通混雑の緩和 

資料：H18 交通実態調結果

利用交通量
は増加傾向 

【阿蘇大津道路供用による国道 57 号交通量の変化】
Ｈ17：281 百台/日→Ｈ42：187 百台/日 

資料：Ｈ17 道路交通センサス、交通量推計結果 

国道57号

東西方向

通過交通, 
44%

国道325号

方向

通過交通, 
10%

発着交通

等, 46%
断面交通量

13,730

台/12h

国道 57 号 通過交通の割合 
［H21.9.6（日） 休日調査］ 

［国道 57 号東西方向通過交通］ 
・・・阿蘇大津道路と並行する国道 57 号区間を利用し東西方向に通過

する交通 
［国道 325 号方向通過交通］ 
・・・国道 325 号及び阿蘇大津道路に並行する国道 57 号区間を利用し

通過する交通 

資料：交通量推計結果

資料：H21 ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ調査結果
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阿蘇大津道路及び国道 57 号利用交通の 
トリップ長の変化 
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資料：道路交通センサス 

利用交通量
は増加傾向 

28,143

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

H2 H6 H9 H11 H17

立 野 地 区

平日 休日

（台/日）（台/日）（台/日）（台/日）

30,657

▲阿蘇大津道路渋滞発生状況 

▲国道 57 号利用交通量の推移 

H17 混雑度 
平日:1.90 
休日:2.13 

利用交通量
は増加傾向 
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年間約 1,800 万人が訪れる阿蘇地域は、別府～阿蘇～熊本へと至る九州横断の広

域的な観光流動の拠点であり、県外からの多くの来訪者が自動車で訪れることから、阿

蘇大津道路は、広域的な観光交通を効率的に処理する役割が期待される。 
また、阿蘇大津道路は、休日交通量が増加傾向を示し渋滞する国道 57 号を回避する

ル－トとなり、阿蘇大津道路へ観光交通を誘導することにより広域的な観光交通の円滑

な移動を支援するとともに、観光交通の削減による国道 57 号の混雑緩和は、沿線地域

の生活交通への影響の低減が期待される。 
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効果２  観光による地域活性化 

30,657

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H2 H6 H9 H11 H17

立 野 地 区（台/日）

▲熊本地方生活圏関連観光流動
        (300 人/日以上を表示) 

▲阿蘇地域観光施設分布状況及び広域観光流動イメージ 

乗用車, 
88.8%

バス, 
8.8%

鉄道, 0.6%
その他, 

1.8%

▲阿蘇地域への流入交通手段分担率 

▲阿蘇地域への県内・外別観光客数の推移 
資料：熊本県観光統計表

資料：H13 広域道路網調査 ◆阿蘇大橋交差点（竹田方面流入部） 

◆立野サグ部（熊本方面） 

国道 57 号における渋滞発生状況

▲国道 57 号休日交通量の推移 
資料：道路交通センサス 

休日交通量
は増加傾向 

【阿蘇大津道路供用による国道 57 号休日交通量の変化】
Ｈ17：301 百台/日→Ｈ42：196 百台/日 

資料：Ｈ17 道路交通センサス、交通量推計結果

資料：全国幹線旅客純流動調査(2005)

1 阿蘇ﾌｧｰﾑﾗﾝﾄﾞ 16 あそ望の郷くぎの

2 俵山交流館 萌の里 17 うぶやま牧場

3 大観峰茶店 18 俵山展望所

4 白川水源 19 阿蘇白水温泉 瑠璃

5 カドリー・ドミニオン 20 ゆうｽﾃｰｼｮﾝ

6 阿蘇神社 21 アゼリア２１

7 道の駅波野 神楽苑 22 はな阿蘇美

8 三愛レストハウス 23 総合福祉温泉ｾﾝﾀｰ ｳｲﾅｽ

9 阿蘇猿まわし劇場 24 阿蘇火山博物館

10 池山水源 25 久木野温泉 木の香湯

11 らくのうﾏｻﾞｰｽﾞ 阿蘇ﾐﾙｸ牧場 26 小国町物産館 ぴらみっと

12 池の窪牧場 27 俵山温泉 泉力の湯

13 高森湧水 トンネル公園 28 物産館 きよらカアサ

14 ひめゆりの里 高森町朋遊館 29 草原の駅うぶやま

15 ヒゴタイ公園

▼阿蘇地域主要観光施設一覧
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阿蘇地域では、熊本県を代表するトマトやいちごなどの栽培が盛んであり、阿蘇地

域で生産される農産品は現在、国道 57 号を経由し本州や福岡へと出荷されている。 

また、全国第 4 位のシェアを有する熊本県の畜産業を支える阿蘇地域は、全県の

24％にあたる肉用牛が飼育され、肉用牛は主に本州や鹿児島へと出荷されている。 

このような中、現在の輸送経路となっている国道 57 号は交通渋滞による影響が大

きく、阿蘇大津道路による所要時間の短縮は、農産品の出荷の定時性、速達性に寄与

するなど、阿蘇大津道路は、広域化する農産品輸送を支援する道路としての役割が期

待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果３  物流の効率化（農畜産品） 

資料：ＪＡ阿蘇（H19）

農産品（野菜）の出荷状況 肉用牛の出荷状況（参考） 

（提供：熊本県畜産協会） 

（提供：ＪＡ阿蘇） 

のいちごの栽培が盛ん！ 

阿蘇地域は熊本県が生産量全国１位で
あるトマト、さらには全国３位のいち
ごの栽培が盛ん！ 

熊本県

生産量

全国1位

熊本県

生産量

全国3位

▲県内地域別の肉用牛飼育頭数の割合 

▲都道府県別出荷頭数の割合 

菊池地域

32%

阿蘇地域

24%

その他

44%

全県の

約１/４
を占める

計：約15万頭

(47,283頭)

(35,407頭)

(63,997頭)

※出荷先割合は熊本県の割合を示している。県内地域別の出荷先に関するデータ
が整備されていないが、全県出荷先割合とほぼ同様の傾向と考えられる。（県畜産
課ヒアリングより） 

資料：Ｈ19 畜産物流通統計

資料：H20 年度熊本県畜産統計

北海道

20%

鹿児島県

8%
宮崎県

7%
栃木県

4%

その他

55%

熊本県

全国４位

６％

計：約120万頭/年
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熊本県と大分県間の広域的な貨物流動は近年増加の傾向を示し、両県間の結び

つきは強まりつつある。熊本中核工業団地の企業では、大分方面、阿蘇市の企業

でも国道 57 号を経由して阿蘇くまもと空港や福岡、本州方面へと製造品が出荷さ

れており、企業における製造品等の出荷は広域である。 

このような中、現状の搬送経路となる国道 57 号は交通渋滞による影響が大きな

路線であり、阿蘇大津道路による所要時間の短縮は、製造品輸送の安定化・効率

化をもたらすなど、阿蘇大津道路は、広域的な物流を支援する道路としての役割

が期待される。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果４  物流の効率化（製造品） 

 

【阿蘇市立地企業の声より】 

◇貨物輸送は、国道 57 号が基本であり、原料の入荷、

製品の出荷時に利用されており、福岡、佐賀、熊本方

面、さらには、阿蘇くまもと空港といった交通拠点と

の広域的な流動である。 

◇また、国道 57 号の渋滞等の問題点を指摘し、貨物輸

送の速達性・安定性を求めている。 

 

【熊本中核工業団地立地企業の声より】 

◇貨物輸送は大分方面や阿蘇くまもと空港、さらには

九州縦貫自動車道を経由して九州各地との広域的な

流動である。 

◇輸送時間が短縮されることは納期遅延低減につなが

り、中九州横断道路の利用による国道 57 号の渋滞回

避によるリスク軽減に期待している。 

沿線立地企業の声

▲熊本県～大分県間の貨物流動の推移 
資料：貨物地域純流動調査

2284 

7043 

2314 

9321 
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熊本から大分へ 大分から熊本へ
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動
量
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（ｔ）

近年は 

増加傾向

資料：企業ヒアリング
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救急車による搬送人員の約 5 割が急病によるものであり、また、搬送人員の約 5

割が高齢者である。このような中、阿蘇地域の高齢化率は県平均を上回る状況で進

展し、しかも、救急搬送の約 45％は、熊本市や大津町への広域的な管外搬送となっ

ている。 

阿蘇大津道路は、阿蘇地域と管外の熊本市や大

津町を最短で連絡（国道 57 号利用と比較して最大

約 14 分の時間短縮）するとともに、走行性にも優

れた道路であり、阿蘇地域住民の安全・安心な暮

らしを支える道路としての期待は高い。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

効果５  救急医療の支援 

急病
52.3%

交通事故

14.3%

一般負傷

14.3%

その他

19.1%

新生児

0.1%
乳幼児

4.2%
少年

4.3%

成人

39.5%
老人
51.9%

資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部

▲阿蘇地域の事故種別救急搬送人員（H19） ▲阿蘇地域の年齢区分別救急搬送人員(H19)

資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部 

▲阿蘇地域からの管外搬送の状況 

資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部

〈年齢区分〉 
新生児；生後28日まで
乳幼児：7 歳未満 
少年：18 歳未満 
成人：65 歳未満 
老人；65 歳以上

▲阿蘇地域の救急搬送の現状（H19） 

▲主要搬送病院までの所要時間の変化 
備考：算定区間は阿蘇市役所～病院間。 

現況はＨ17 道路交通センサス混雑時旅行速度、ﾅﾝﾊﾞ-ﾌﾟ

ﾚｰﾄ休日調査結果旅行速度(26.7km/h)にて算定。 

将来は中九州横断道路暫定 2 車線 70km/h にて算定。 
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国道 57 号での交通事故は、追突事故が約 8 割と多く、発生箇所をみると渋滞

箇所であるサグ部や交差点付近で多く発生しており、渋滞発生が要因となってい

ることがうかがえる。 

阿蘇大津道路は、広域的な通過交通を分担し、国道 57 号及び周辺道路の交通

流動を適正なものにすることにより、国道 57 号等における交通事故の削減が期

待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果６  交通事故の削減 

資料：交通事故統合データ、（財）交通事故総合分析センター

▲国道 57 号等における死傷事故発生箇所（H19） 

渋滞発生ポイント
であるサグ部、交差
点における事故が
多い傾向 
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▲国道 57 号（阿蘇市赤水～大津町大林） 
          における事故類型割合（H19） 

▲阿蘇大津道路整備による死傷事故件数への影響 

追突

79.4%

正面衝突

5.9% その他

14.7%

追突事故
が約 8 割
を占める

通過交通の
削減により
約 3 割減少 

資料：交通事故統合データ、（財）交通事故総合分析センター
H21 ナンバープレート調査             
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阿蘇地域における国道 57 号では、土砂流出等の災害が発生するとともに、阿

蘇大津道路と並行する（一）北外輪山大津線は冬季の積雪・凍結による通行規制

が行われている。 

阿蘇大津道路は、トンネル区間を有し積雪による影響等も受けにくく、さらに

は、国道 57 号の迂回路としての機能も有し、沿線地域の住民の安全・安心な暮

らしの確保、沿線企業における貨物輸送等の安定化に寄与することが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果７  リダンダンシーの確保 

資料：道路災害データベース（九州地方整備局)、熊本県資料

▲国道 57 号等における災害発生状況(H2～)・通行規制状況及び要防災対策箇所 

（一）北外輪山大津線における積雪状況
【平成 17 年 12 月 阿蘇市西湯浦】 
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（３）事業の投資効果 

①事業の目的 

阿蘇大津道路は、中九州横断道路の一部を構成する道路である。阿蘇大津道路

と並行する国道 57 号の交通混雑緩和、地域間の連携・交流を図り、沿線地域の

産業発展や地域活性化への寄与を目的とした、大分市と熊本市を結ぶ地域高規格

道路・中九州横断道路の一部を構成する道路である。 

 
②費用便益分析結果 

 1）残事業 

■便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成２１年度 

供用年 平成３２年度 

初年便益 １.１億円 １.９億円 ０.６２億円 ３.６億円

基準年における現在価値(B) ２３５億円 ７７億円 ３３億円 ３４５億円

■費用 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基準年 平成２１年度 

単純合計 ２２６億円 ３０億円 ２５６億円

基準年における現在価値(C) １８３億円 ８.８億円 １９２億円

■評価指標の算定結果 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ/Ｃ＝１.８ 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
 

 2）全事業 

■便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成２１年度 

供用年 平成３２年度 

初年便益 １.１億円 １.９億円 ０.６２億円 ３.６億円

基準年における現在価値(B) ２３５億円 ７７億円 ３３億円 ３４５億円

■費用 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基準年 平成２１年度 

単純合計 ２４１億円 ３０億円 ２７１億円

基準年における現在価値(C) ２０２億円 ８.８億円 ２１１億円

■評価指標の算定結果 

費用便益比(ＣＢＲ) Ｂ/Ｃ＝１.６ 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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（４）事業の進捗状況 

①事業の経緯 

 

実施年次 事業実施項目 

平成 6 年度 計画路線に指定 

平成 8 年度 調査区間に指定 

平成 9 年度 整備区間に指定 

平成 10 年度 新規着工準備 

平成 11 年度 環境影響評価完了、道路予備設計、水文地質調査 

平成 12 年度 事業化、トンネル概略検討、水文地質調査 

平成 13 年度以降 道路予備設計、水文調査等 

 

 

 

②事業進捗状況 

 全体事業費 H20 年度末進捗 進捗率 

事業費 約 252 億円 約 15 億円 約 6％ 

うち用地補償費 約 2 億円 約 0.01 億円 約 1％ 
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３．事業の進捗の見込み 

（１）地域の協力体制 

■期成会 

名  称 主な構成メンバー 活動内容 

中九州・地域高規格道路

推進期成会（熊本県側） 

【会長：阿蘇市長】 

阿蘇市、熊本市、合

志市、南阿蘇村、菊

池市、菊陽町、大津

町、南小国町、小国

町、産山村、高森町、

西原村 

 

中九州横断道路の早期実現について、 

国土交通省等関係機関へ要望 

【活動状況（実施日と要望先）】 

平成 13 年 1 月 19 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 13 年 2 月 14 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 13 年 7 月 31 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 13 年 8 月 3 日 国土交通省 

平成 13 年 11 月 28 日 国土交通省 ※大分県側と合同 

平成 14 年 7 月 19 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 14 年 7 月 26 日 国土交通省 

平成 14 年 11 月 20 日九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 14 年 11 月 27 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 15 年 11 月 7 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 15 年 11 月 14 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 15 年 12 月 2 日 国土交通省 

平成 15 年 12 月 3 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 16 年 12 月 1 日 国土交通省 

平成 17 年 7 月 6 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 17 年 7 月 11 日 国土交通省 

平成 17 年 10 月 20 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 17 年 10 月 28 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 18 年 8 月 21 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 18 年 10 月 26 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 18 年 11 月 7 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 19 年 8 月 31 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 19 年 11 月 2 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 19 年 11 月 7 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 20 年 9 月 3 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 20 年 11 月 26 日 国土交通省 

平成 20 年 12 月 11 日 九州地方整備局※大分県側と合同 

平成 21 年 1 月 26 日 国土交通省※大分県側と合同 

平成 21 年 7 月 21 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

■協力体制 

組織名 業務内容 

大津町土木部道路整備課 

阿蘇市建設課 

阿蘇大津道路（地元対応、地域情報窓口） 

■その他中九州横断道路等早期実現に向けた要望 

実施主体 活動状況（実施日と要望先） 

熊本県知事 平成 16 年 7月 9日 九州地方整備局（知事提言） 

合志市、菊池市、大津町、菊陽町 平成 18 年 12 月 7 日 国土交通省 

熊本商工会議所連合会 

平成 18 年 2 月 23 日  

平成 18 年 12 月 6 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 19 年 12 月 5 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

平成 20 年 12 月 12 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 

熊本経済同友会、熊本商工会議所 平成 19 年 11 月 1 日 九州地方整備局、熊本河川国道事務所 
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（２）環境・景観への取り組み状況 

工事実施前に環境に及ぼす影響を予測評価し、適切な環境保全措置を実施するが、

工事中及び供用後、予測し得なかった著しい影響の発生がみられる場合は、調査を

実施し適切な環境保全措置を講じる。なお、平成 11 年度に、環境影響評価は実施

済みである。 

 

○生息地を通過する植物への配慮 

・アナギシ、エビネ、ギンリョウソウ、サツマイナモリ、ホシクサ、クログワイ、

ギンラン、サイハイラン、シュンラン、ミヤマウズラ、オオバノトンボソウ及

びトンボソウについては、工事実施前に生育状況及び生育環境を確認の上、適

切な措置を講じる予定。 

 

○湧水池や温泉水への配慮 

・７箇所の湧水池や温泉水については、必要に応じ、渇水や濁り等水質に影響を

与えないような措置を講じる予定。 

 

○景観資源への配慮 

・二重ノ峠からの阿蘇五岳を背景とした眺望景観については、周辺景観に調和し

た構造部の意匠検討等を行うとともに、在来植生（野芝等）による盛土法面の

緑化など周辺環境と調和した整備を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲二重ノ峠からの眺望〔建設後イメージ〕 
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４．コスト縮減について 

当面２車線整備に必要な事業費に見直すこととする。 

完成４車線整備事業費３４８億円 → 暫定２車線整備事業費２５２億円 

 

５．社会情勢の変化について 

 （１）国道５７号の課題 

   国際観光拠点の「阿蘇」地域へのアクセス道路である国道５７号では、観光交通

の流入における渋滞が著しい状況（休日混雑度：２．１）であり、また、休日交通

量も年々増加傾向にあることから早期な対応が急務となった。  

 

（２）公共事業関係費の推移 

公共事業関係費は、平成１０年度の約１５兆円（補正含む）をピークに減少傾向

にあり、平成２１年度には約７兆円とピーク時の約半分になっている。 

(平成１２年度※の公共事業関係費：約１２兆円  ※阿蘇大津道路の事業採択時) 

 

（３）阿蘇大津道路関連要望書（熊本県知事 提言書） 

  平成１６年７月９日に、熊本県知事から阿蘇大津道路及び国道５７号に対する要

望があり、それらの要望に対応し事業を進めている。 

  ○要望内容 

・喫緊の課題に対処するため、「立野拡幅」への事業の重点化を図ること。 

・「立野拡幅」への事業の重点化後も「阿蘇大津道路」の事業を休止ないし廃

止することなく、関係機関との調整や所要の計画検討及び調査等を継続し、

工事着手に備えること。 

・大津バイパスと立野拡幅の間について整備計画を策定すること。 

○要望後の対応内容 

・登坂車線を４車線拡幅へ事業計画見直し。 

    また、重点化により事業進捗を図り、平成２２年度にはＬ＝３．６ｋｍの供

用見込み。 

・トンネルや道路設計・施工に必要な調査(地質・水文調査等)を継続。 

・平成 19 年度に瀬田拡幅を新規事業化。 

 

（４）平成２２年度の道路予算 

平成２２年度の道路関係予算については、対前年比『０.８』となっている。 

 

 

このようなことから、より一層の事業の『選択と集中』が求められている。 
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６．整備方針としての代替案の検討 

（１）整備方針としての代替案の検討 

中九州横断道路の一部として、また、国道５７号の渋滞対策として阿蘇大津道路

の必要性（Ｈ４２計画交通量：１５，７００台／日）は高い。 

また、選択と集中により投資効果の高い道路事業への重点的な整備が求められて

いる今、国道５７号が抱える課題に早期対応する代替案として、阿蘇大津道路を先

行整備する案と立野拡幅及び瀬田拡幅を先行整備する案の２つの代替案が考えら

れる。 

 

（２）重点化の検討 

 

  ○阿蘇大津道路を先行整備した場合（暫定２車線整備） 

   初年度便益     １０億円／年 （Ｈ３２年度便益発現） 

    事 業 費    １８３億円 

       

  ○立野拡幅及び瀬田拡幅を先行整備した場合 

    初年度便益     ２０億円／年 （Ｈ２７年度便益発現） 

  事 業 費     ６６億円 

※便益・事業費は現在価値化後の数字 

                                           

７．対応方針（原案） 

「阿蘇大津道路」は、九州縦貫自動車道及び東九州自動車道と連携し、九州の循

環型ネットワークを形成する中九州横断道路の一部を担う道路であり、交通の円滑

化を図り、物流の効率化及び地域産業の活性化等、当該地域の発展に必要な道路で

ある。 

一方、国道５７号における渋滞問題は深刻さを増しており、地元自治体からは国

道５７号の４車線化を優先的に行うよう強く求められている。 

阿蘇大津道路については、周辺地域等への整備効果の発現も十分に期待できるも

のではあるが、投資効果の早期発現、喫緊の課題への早期対応という観点から休止

し、事業評価手続き上は、事業の必要性を認め「見直し継続」とする。代替案とし

ては、当面、国道５７号の４車線化を重点的に進めることとする。 
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全
域

、
そ

の
他

近
畿

な
ど

全
国

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
t
の

車
両

も
し

く
は

I
S
O
規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な

い
区

間
を

解
消

す
る
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１
．

活
力

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る

□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
あ

り

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.
5
k
m
/
k
m
2
以

下
で

あ
る

市
街

地
内

で
の

事
業

で
あ

る

□
D
I
D
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(
3
0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a

以
上

)
へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

国
土

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

（
A
'
路

線
）

と
し

て
の

位
置

づ
け

有
り

■
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
中

九
州

横
断

道
路

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
熊

本
市

～
阿

蘇
市

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る

□
日

常
活

動
圏

の
中

心
都

市
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

個
性

あ
る

地
域

の
形

成
□

鉄
道

や
河

川
等

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区

を
解

消
す

る

□
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
観

光
地

名
：

阿
蘇

地
域

（
阿

蘇
く

じ
ゅ

う
国

立
公

園
お

よ
び

周
辺

地
域

）
年

間
観

光
客

入
り

込
み

数
：

１
,
８

６
５

万
人

(
平

成
１

９
年

)

□
特

別
立

法
に

基
づ

く
事

業
で

あ
る

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

□
歴

史
的

景
観

を
活

か
し

た
道

路
整

備
や

中
心

商
店

街
の

シ
ン

ボ
ル

的
な

道
路

整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く

り
に

資
す

る
事

業
で

あ
る

２
．

暮
ら

し
歩

行
者

･
自

転
車

の
た

め
の

生
活

空
間

の
形

成
□

自
転

車
交

通
量

が
5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
お

け
る

道
路

特
定

事
業

に
位

置
付

け
が

あ
る

、
ま

た
は

、
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く

重
点

整
備

地
区

に
お

け
る

特
定

経
路

を
形

成
す

る
区

間
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

■
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
三

次
医

療
施

設
名

：
熊

本
赤

十
字

病
院

（
熊

本
市

)
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
地

域
：

阿
蘇

地
域

広
域

行
政

事
務

組
合

消
防

本
部

管
内

地
域

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
阿

蘇
市

、
南

阿
蘇

村
、

高
森

町
、

小
国

町
、

南
小

国
町

、
産

山
村

）
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３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

□
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
代

替
す

る
緊

急
輸

送
道

路
路

線
名

：
国

道
５

７
号

代
替

す
る

区
間

：
阿

蘇
～

大
津

間

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

さ
れ

る

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す

る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た

す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
5
,
9
0
8
t
/
年

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

○
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

○
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・その

他の別

国道57号 阿蘇大津道路 5.3km 地域高規格 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

15,700 2 九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成２１年度

単純合計 241億円 30億円 271億円 

うち残事業分 226億円 30億円 256億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

202億円 8.8億円 211億円 

うち残事業分 183億円 8.8億円 192億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成２１年度

供 用 年 平成３２年度

単年便益
（初年便益）

1.1億円 1.9億円 0.62億円 3.6億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

235億円 77億円 33億円 345億円 

うち残事業分 235億円 77億円 33億円 345億円 
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③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 15,700台/日 ±１０％

事業費 226億円 ±１０％

事業期間 10年 ±２０％

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

1.5 ～ 2.1

1.6 ～ 2.0

1.7 ～ 1.9

費用便益比（残事業） 1.8

経済的純現在価値（残事業） 153億円 

経済的内部収益率（残事業） 6.3%

費用便益比（事業全体） 1.6

経済的純現在価値（事業全体） 134億円 

経済的内部収益率（事業全体） 5.8%
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交通状況の変化

事業名：　阿蘇大津道路　

（推計時点  Ｈ42年）　　(全事業・残事業)

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

4,500

2.1

2.4

4,600

走行時間短縮便益
(A - B)

6.3

8.1 0.93

500

10

2.1

11

2.4

5,000

2.0

28

39,649 39,638

2,400

2.7

1,500

15,700

12

4.5

32

11

16,900

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

様式－３①

51

1,600

7.4

整備あり(B)整備なし(A)

7.4

(主)菊池
赤水線

 ：3.7km

(一)北外
輪山大津

線
 ：5.0km

6.1

10

26,800

合計：22293.5km

③その他道路合計
:22262.4km

39,719 39,690

①新設・改築道路
［阿蘇大津道路］

：5.3km

1.9

6.3

5,500

国道57号
：9.1km

②主な周

辺道路※4

(主)熊本
高森線
：6.1km

(一)瀬田
竜田線
 ：1.8km
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 阿蘇大津道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成21年

１時点のみ推計 ■(H42)

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混在した

配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」

を用いた。

推計に用いた
ＯＤ表

■
（H17センサス）

□

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみの

推計の場合
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事業名： 阿蘇大津道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する

場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走行
経費減少・交通事故

減少以外の便益
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事業名： 阿蘇大津道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

過去５年間（H15～H19）において九州地整にて執行した維持管理費に関する費用 の平均

雪寒費

事業費

維持管理費
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道57号　阿蘇大津道路　(事業全体) 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 5.3 0.64

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－22年目 H 10 1.5395 102.8 3.3 4.6
－21年目 H 11 1.4802 101.3 3.5 4.7
－20年目 H 12 1.4233 99.7 2.9 3.7
－19年目 H 13 1.3686 98.4 1.0 1.2
－18年目 H 14 1.3159 96.6 1.0 1.2
－17年目 H 15 1.2653 95.4 1.0 1.2
－16年目 H 16 1.2167 94.4 0.52 0.62
－15年目 H 17 1.1699 93.2 0.48 0.55
－14年目 H 18 1.1249 92.5 0.48 0.53
－13年目 H 19 1.0816 91.7 0.48 0.51
－12年目 H 20 1.0400 91.4 0.10 0.10
－11年目 H 21 1.0000 91.4 0.10 0.10
－10年目 H 22 0.9615 91.4 23 22
－9年目 H 23 0.9246 91.4 23 21
－8年目 H 24 0.8890 91.4 23 20
－7年目 H 25 0.8548 91.4 23 19
－6年目 H 26 0.8219 91.4 23 19
－5年目 H 27 0.7903 91.4 23 18
－4年目 H 28 0.7599 91.4 23 17
－3年目 H 29 0.7307 91.4 23 17
－2年目 H 30 0.7026 91.4 23 16
－1年目 H 31 0.6756 91.4 22 15

供用開始年次 H 32 0.6496 91.4 0.61 0.39
1年目 H 33 0.6246 91.4 0.61 0.38
2年目 H 34 0.6006 91.4 0.61 0.36
3年目 H 35 0.5775 91.4 0.61 0.35
4年目 H 36 0.5553 91.4 0.61 0.34
5年目 H 37 0.5339 91.4 0.61 0.32
6年目 H 38 0.5134 91.4 0.61 0.31
7年目 H 39 0.4936 91.4 0.61 0.30
8年目 H 40 0.4746 91.4 0.61 0.29
9年目 H 41 0.4564 91.4 0.61 0.28
10年目 H 42 0.4388 91.4 0.61 0.27
11年目 H 43 0.4220 91.4 0.61 0.26
12年目 H 44 0.4057 91.4 0.61 0.25
13年目 H 45 0.3901 91.4 0.61 0.24
14年目 H 46 0.3751 91.4 0.61 0.23
15年目 H 47 0.3607 91.4 0.61 0.22
16年目 H 48 0.3468 91.4 0.61 0.21
17年目 H 49 0.3335 91.4 0.61 0.20
18年目 H 50 0.3207 91.4 0.61 0.19
19年目 H 51 0.3083 91.4 0.61 0.19
20年目 H 52 0.2965 91.4 0.61 0.18
21年目 H 53 0.2851 91.4 0.61 0.17
22年目 H 54 0.2741 91.4 0.61 0.17
23年目 H 55 0.2636 91.4 0.61 0.16
24年目 H 56 0.2534 91.4 0.61 0.15
25年目 H 57 0.2437 91.4 0.61 0.15
26年目 H 58 0.2343 91.4 0.61 0.14
27年目 H 59 0.2253 91.4 0.61 0.14
28年目 H 60 0.2166 91.4 0.61 0.13
29年目 H 61 0.2083 91.4 0.61 0.13
30年目 H 62 0.2003 91.4 0.61 0.12
31年目 H 63 0.1926 91.4 0.61 0.12
32年目 H 64 0.1852 91.4 0.61 0.11
33年目 H 65 0.1780 91.4 0.61 0.11
34年目 H 66 0.1712 91.4 0.61 0.10
35年目 H 67 0.1646 91.4 0.61 0.10
36年目 H 68 0.1583 91.4 0.61 0.10
37年目 H 69 0.1522 91.4 0.61 0.09
38年目 H 70 0.1463 91.4 0.61 0.09
39年目 H 71 0.1407 91.4 0.61 0.09
40年目 H 72 0.1353 91.4 0.61 0.08
41年目 H 73 0.1301 91.4 0.61 0.08
42年目 H 74 0.1251 91.4 0.61 0.08
43年目 H 75 0.1203 91.4 0.61 0.07
44年目 H 76 0.1157 91.4 0.61 0.07
45年目 H 77 0.1112 91.4 0.61 0.07
46年目 H 78 0.1069 91.4 0.61 0.06
47年目 H 79 0.1028 91.4 0.61 0.06
48年目 H 80 0.0989 91.4 0.61 0.06
49年目 H 81 0.0951 91.4 -2.1 -0.19 0.61 0.06

  合　計 239 202 30 8.8

単純事業費計 241 30

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道57号　阿蘇大津道路　(残事業) 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 5.3 0.64

割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）
年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－10年目 H 22 0.9615 91.4 23 22
－9年目 H 23 0.9246 91.4 23 21
－8年目 H 24 0.8890 91.4 23 20
－7年目 H 25 0.8548 91.4 23 19
－6年目 H 26 0.8219 91.4 23 19
－5年目 H 27 0.7903 91.4 23 18
－4年目 H 28 0.7599 91.4 23 17
－3年目 H 29 0.7307 91.4 23 17
－2年目 H 30 0.7026 91.4 23 16
－1年目 H 31 0.6756 91.4 22 15

供用開始年次 H 32 0.6496 91.4 0.61 0.39
1年目 H 33 0.6246 91.4 0.61 0.38
2年目 H 34 0.6006 91.4 0.61 0.36
3年目 H 35 0.5775 91.4 0.61 0.35
4年目 H 36 0.5553 91.4 0.61 0.34
5年目 H 37 0.5339 91.4 0.61 0.32
6年目 H 38 0.5134 91.4 0.61 0.31
7年目 H 39 0.4936 91.4 0.61 0.30
8年目 H 40 0.4746 91.4 0.61 0.29
9年目 H 41 0.4564 91.4 0.61 0.28
10年目 H 42 0.4388 91.4 0.61 0.27
11年目 H 43 0.4220 91.4 0.61 0.26
12年目 H 44 0.4057 91.4 0.61 0.25
13年目 H 45 0.3901 91.4 0.61 0.24
14年目 H 46 0.3751 91.4 0.61 0.23
15年目 H 47 0.3607 91.4 0.61 0.22
16年目 H 48 0.3468 91.4 0.61 0.21
17年目 H 49 0.3335 91.4 0.61 0.20
18年目 H 50 0.3207 91.4 0.61 0.19
19年目 H 51 0.3083 91.4 0.61 0.19
20年目 H 52 0.2965 91.4 0.61 0.18
21年目 H 53 0.2851 91.4 0.61 0.17
22年目 H 54 0.2741 91.4 0.61 0.17
23年目 H 55 0.2636 91.4 0.61 0.16
24年目 H 56 0.2534 91.4 0.61 0.15
25年目 H 57 0.2437 91.4 0.61 0.15
26年目 H 58 0.2343 91.4 0.61 0.14
27年目 H 59 0.2253 91.4 0.61 0.14
28年目 H 60 0.2166 91.4 0.61 0.13
29年目 H 61 0.2083 91.4 0.61 0.13
30年目 H 62 0.2003 91.4 0.61 0.12
31年目 H 63 0.1926 91.4 0.61 0.12
32年目 H 64 0.1852 91.4 0.61 0.11
33年目 H 65 0.1780 91.4 0.61 0.11
34年目 H 66 0.1712 91.4 0.61 0.10
35年目 H 67 0.1646 91.4 0.61 0.10
36年目 H 68 0.1583 91.4 0.61 0.10
37年目 H 69 0.1522 91.4 0.61 0.09
38年目 H 70 0.1463 91.4 0.61 0.09
39年目 H 71 0.1407 91.4 0.61 0.09
40年目 H 72 0.1353 91.4 0.61 0.08
41年目 H 73 0.1301 91.4 0.61 0.08
42年目 H 74 0.1251 91.4 0.61 0.08
43年目 H 75 0.1203 91.4 0.61 0.07
44年目 H 76 0.1157 91.4 0.61 0.07
45年目 H 77 0.1112 91.4 0.61 0.07
46年目 H 78 0.1069 91.4 0.61 0.06
47年目 H 79 0.1028 91.4 0.61 0.06
48年目 H 80 0.0989 91.4 0.61 0.06
49年目 H 81 0.0951 91.4 -2.0 -0.19 0.61 0.06

  合　計 224 183 30 8.8

単純事業費計 226 30

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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0
.4

9
3
6

9
1
.4

0
.8

7
0
.1

7
0
.0

1
1
.1

0
.5

2
1
.3

0
.3

3
0
.3

0
1
.9

0
.9

3
0
.6

1
0
.3

0
3
.6

1
.8

8
年

目
H

4
0

0
.9

9
6
7
3

0
.9

9
6
5
8

0
.9

9
6
6
8

0
.4

7
4
6

9
1
.4

0
.8

7
0
.1

7
0
.0

1
1
.0

0
.5

0
1
.3

0
.3

3
0
.3

0
1
.9

0
.9

0
0
.6

1
0
.2

9
3
.5

1
.7

9
年

目
H

4
1

0
.9

9
6
7
2

0
.9

9
6
5
7

0
.9

9
6
6
7

0
.4

5
6
4

9
1
.4

0
.8

6
0
.1

7
0
.0

1
1
.0

0
.4

8
1
.3

0
.3

2
0
.3

0
1
.9

0
.8

6
0
.6

0
0
.2

8
3
.5

1
.6

1
0
年

目
H

4
2

0
.9

8
9
9
1

0
.9

9
7
7
0

0
.9

9
2
2
7

0
.4

3
8
8

9
1
.4

1
9

5
.4

4
.5

2
8

1
2

5
.6

1
.3

1
.3

8
.3

3
.6

3
.6

1
.6

4
0

1
8

1
1
年

目
H

4
3

0
.9

8
9
8
0

0
.9

9
7
6
9

0
.9

9
2
2
1

0
.4

2
2
0

9
1
.4

1
8

5
.4

4
.5

2
8

1
2

5
.5

1
.3

1
.3

8
.2

3
.5

3
.6

1
.5

4
0

1
7

1
2
年

目
H

4
4

0
.9

8
9
7
0

0
.9

9
7
6
9

0
.9

9
2
1
5

0
.4

0
5
7

9
1
.4

1
8

5
.3

4
.5

2
8

1
1

5
.5

1
.3

1
.3

8
.2

3
.3

3
.6

1
.5

4
0

1
6

1
3
年

目
H

4
5

0
.9

8
9
5
9

0
.9

9
7
6
8

0
.9

9
2
0
9

0
.3

9
0
1

9
1
.4

1
8

5
.3

4
.4

2
8

1
1

5
.4

1
.3

1
.3

8
.1

3
.2

3
.5

1
.4

3
9

1
5

1
4
年

目
H

4
6

0
.9

8
9
4
8

0
.9

9
7
6
8

0
.9

9
2
0
3

0
.3

7
5
1

9
1
.4

1
8

5
.3

4
.4

2
8

1
0

5
.4

1
.3

1
.3

8
.0

3
.0

3
.5

1
.3

3
9

1
5

1
5
年

目
H

4
7

0
.9

8
9
3
7

0
.9

9
7
6
7

0
.9

9
1
9
6

0
.3

6
0
7

9
1
.4

1
8

5
.3

4
.4

2
7

9
.9

5
.3

1
.3

1
.3

8
.0

2
.9

3
.5

1
.3

3
9

1
4

1
6
年

目
H

4
8

0
.9

8
9
2
6

0
.9

9
7
6
6

0
.9

9
1
9
0

0
.3

4
6
8

9
1
.4

1
7

5
.3

4
.4

2
7

9
.4

5
.3

1
.3

1
.3

7
.9

2
.7

3
.5

1
.2

3
9

1
3

1
7
年

目
H

4
9

0
.9

8
9
1
4

0
.9

9
7
6
6

0
.9

9
1
8
3

0
.3

3
3
5

9
1
.4

1
7

5
.3

4
.4

2
7

9
.0

5
.2

1
.3

1
.3

7
.8

2
.6

3
.4

1
.2

3
8

1
3

1
8
年

目
H

5
0

0
.9

8
9
0
2

0
.9

9
7
6
5

0
.9

9
1
7
6

0
.3

2
0
7

9
1
.4

1
7

5
.3

4
.4

2
7

8
.6

5
.1

1
.3

1
.3

7
.8

2
.5

3
.4

1
.1

3
8

1
2

1
9
年

目
H

5
1

0
.9

8
8
9
0

0
.9

9
7
6
5

0
.9

9
1
6
9

0
.3

0
8
3

9
1
.4

1
7

5
.3

4
.4

2
7

8
.2

5
.1

1
.3

1
.3

7
.7

2
.4

3
.4

1
.0

3
8

1
2

2
0
年

目
H

5
2

0
.9

8
8
7
7

0
.9

9
7
6
4

0
.9

9
1
6
2

0
.2

9
6
5

9
1
.4

1
7

5
.2

4
.4

2
6

7
.8

5
.0

1
.3

1
.3

7
.7

2
.3

3
.3

0
.9

9
3
7

1
1

2
1
年

目
H

5
3

0
.9

8
8
6
5

0
.9

9
7
6
4

0
.9

9
1
5
5

0
.2

8
5
1

9
1
.4

1
7

5
.2

4
.4

2
6

7
.4

5
.0

1
.3

1
.3

7
.6

2
.2

3
.3

0
.9

5
3
7

1
1

2
2
年

目
H

5
4

0
.9

8
8
5
2

0
.9

9
7
6
3

0
.9

9
1
4
8

0
.2

7
4
1

9
1
.4

1
6

5
.2

4
.4

2
6

7
.1

4
.9

1
.3

1
.3

7
.5

2
.1

3
.3

0
.9

0
3
7

1
0

2
3
年

目
H

5
5

0
.9

8
8
3
8

0
.9

9
7
6
3

0
.9

9
1
4
1

0
.2

6
3
6

9
1
.4

1
6

5
.2

4
.3

2
6

6
.8

4
.9

1
.3

1
.3

7
.5

2
.0

3
.3

0
.8

6
3
6

9
.6

2
4
年

目
H

5
6

0
.9

8
8
2
5

0
.9

9
7
6
2

0
.9

9
1
3
3

0
.2

5
3
4

9
1
.4

1
6

5
.2

4
.3

2
5

6
.5

4
.8

1
.3

1
.3

7
.4

1
.9

3
.2

0
.8

2
3
6

9
.2

2
5
年

目
H

5
7

0
.9

8
8
1
1

0
.9

9
7
6
1

0
.9

9
1
2
6

0
.2

4
3
7

9
1
.4

1
6

5
.2

4
.3

2
5

6
.2

4
.8

1
.3

1
.3

7
.3

1
.8

3
.2

0
.7

8
3
6

8
.7

2
6
年

目
H

5
8

0
.9

8
7
9
6

0
.9

9
7
6
1

0
.9

9
1
1
8

0
.2

3
4
3

9
1
.4

1
6

5
.2

4
.3

2
5

5
.9

4
.7

1
.3

1
.3

7
.3

1
.7

3
.2

0
.7

5
3
6

8
.3

2
7
年

目
H

5
9

0
.9

8
7
8
2

0
.9

9
7
6
0

0
.9

9
1
1
0

0
.2

2
5
3

9
1
.4

1
5

5
.2

4
.3

2
5

5
.6

4
.6

1
.3

1
.3

7
.2

1
.6

3
.2

0
.7

1
3
5

7
.9

2
8
年

目
H

6
0

0
.9

8
7
6
7

0
.9

9
7
6
0

0
.9

9
1
0
2

0
.2

1
6
6

9
1
.4

1
5

5
.1

4
.3

2
5

5
.3

4
.6

1
.3

1
.3

7
.2

1
.6

3
.1

0
.6

8
3
5

7
.6

2
9
年

目
H

6
1

0
.9

8
7
5
1

0
.9

9
7
5
9

0
.9

9
0
9
4

0
.2

0
8
3

9
1
.4

1
5

5
.1

4
.3

2
4

5
.1

4
.5

1
.3

1
.3

7
.1

1
.5

3
.1

0
.6

5
3
5

7
.2

3
0
年

目
H

6
2

0
.9

8
7
3
5

0
.9

9
7
5
9

0
.9

9
0
8
6

0
.2

0
0
3

9
1
.4

1
5

5
.1

4
.3

2
4

4
.9

4
.5

1
.3

1
.3

7
.0

1
.4

3
.1

0
.6

1
3
4

6
.9

3
1
年

目
H

6
3

0
.9

8
7
1
9

0
.9

9
7
5
8

0
.9

9
0
7
7

0
.1

9
2
6

9
1
.4

1
5

5
.1

4
.3

2
4

4
.6

4
.4

1
.3

1
.3

7
.0

1
.3

3
.0

0
.5

9
3
4

6
.6

3
2
年

目
H

6
4

0
.9

8
7
0
3

0
.9

9
7
5
7

0
.9

9
0
6
9

0
.1

8
5
2

9
1
.4

1
4

5
.1

4
.3

2
4

4
.4

4
.4

1
.3

1
.3

6
.9

1
.3

3
.0

0
.5

6
3
4

6
.3

3
3
年

目
H

6
5

0
.9

8
6
8
5

0
.9

9
7
5
7

0
.9

9
0
6
0

0
.1

7
8
0

9
1
.4

1
4

5
.1

4
.2

2
4

4
.2

4
.3

1
.3

1
.3

6
.8

1
.2

3
.0

0
.5

3
3
3

6
.0

3
4
年

目
H

6
6

0
.9

8
6
6
8

0
.9

9
7
5
6

0
.9

9
0
5
1

0
.1

7
1
2

9
1
.4

1
4

5
.1

4
.2

2
3

4
.0

4
.2

1
.3

1
.3

6
.8

1
.2

3
.0

0
.5

1
3
3

5
.7

3
5
年

目
H

6
7

0
.9

8
6
5
0

0
.9

9
7
5
6

0
.9

9
0
4
2

0
.1

6
4
6

9
1
.4

1
4

5
.1

4
.2

2
3

3
.8

4
.2

1
.3

1
.3

6
.7

1
.1

2
.9

0
.4

8
3
3

5
.4

3
6
年

目
H

6
8

0
.9

8
6
3
2

0
.9

9
7
5
5

0
.9

9
0
3
3

0
.1

5
8
3

9
1
.4

1
4

5
.0

4
.2

2
3

3
.6

4
.1

1
.3

1
.3

6
.7

1
.1

2
.9

0
.4

6
3
3

5
.1

3
7
年

目
H

6
9

0
.9

8
6
1
3

0
.9

9
7
5
4

0
.9

9
0
2
3

0
.1

5
2
2

9
1
.4

1
4

5
.0

4
.2

2
3

3
.5

4
.1

1
.3

1
.3

6
.6

1
.0

2
.9

0
.4

4
3
2

4
.9

3
8
年

目
H

7
0

0
.9

8
5
9
3

0
.9

9
7
5
4

0
.9

9
0
1
4

0
.1

4
6
3

9
1
.4

1
3

5
.0

4
.2

2
3

3
.3

4
.0

1
.3

1
.3

6
.5

0
.9

6
2
.8

0
.4

2
3
2

4
.7

3
9
年

目
H

7
1

0
.9

8
5
7
3

0
.9

9
7
5
3

0
.9

9
0
0
4

0
.1

4
0
7

9
1
.4

1
3

5
.0

4
.2

2
2

3
.1

4
.0

1
.3

1
.3

6
.5

0
.9

1
2
.8

0
.4

0
3
2

4
.5

4
0
年

目
H

7
2

0
.9

8
5
5
2

0
.9

9
7
5
3

0
.9

8
9
9
4

0
.1

3
5
3

9
1
.4

1
3

5
.0

4
.2

2
2

3
.0

3
.9

1
.2

1
.3

6
.4

0
.8

7
2
.8

0
.3

8
3
1

4
.2

4
1
年

目
H

7
3

0
.9

8
5
3
1

0
.9

9
7
5
2

0
.9

8
9
8
4

0
.1

3
0
1

9
1
.4

1
3

5
.0

4
.2

2
2

2
.9

3
.8

1
.2

1
.2

6
.3

0
.8

3
2
.8

0
.3

6
3
1

4
.0

4
2
年

目
H

7
4

0
.9

8
5
0
9

0
.9

9
7
5
1

0
.9

8
9
7
3

0
.1

2
5
1

9
1
.4

1
3

5
.0

4
.1

2
2

2
.7

3
.8

1
.2

1
.2

6
.3

0
.7

9
2
.7

0
.3

4
3
1

3
.8

4
3
年

目
H

7
5

0
.9

8
4
8
7

0
.9

9
7
5
1

0
.9

8
9
6
3

0
.1

2
0
3

9
1
.4

1
2

5
.0

4
.1

2
1

2
.6

3
.7

1
.2

1
.2

6
.2

0
.7

5
2
.7

0
.3

3
3
0

3
.7

4
4
年

目
H

7
6

0
.9

8
4
6
3

0
.9

9
7
5
0

0
.9

8
9
5
2

0
.1

1
5
7

9
1
.4

1
2

4
.9

4
.1

2
1

2
.5

3
.7

1
.2

1
.2

6
.2

0
.7

1
2
.7

0
.3

1
3
0

3
.5

4
5
年

目
H

7
7

0
.9

8
4
3
9

0
.9

9
7
5
0

0
.9

8
9
4
1

0
.1

1
1
2

9
1
.4

1
2

4
.9

4
.1

2
1

2
.3

3
.6

1
.2

1
.2

6
.1

0
.6

8
2
.6

0
.2

9
3
0

3
.3

4
6
年

目
H

7
8

0
.9

8
4
1
5

0
.9

9
7
4
9

0
.9

8
9
2
9

0
.1

0
6
9

9
1
.4

1
2

4
.9

4
.1

2
1

2
.2

3
.6

1
.2

1
.2

6
.0

0
.6

4
2
.6

0
.2

8
3
0

3
.2

4
7
年

目
H

7
9

0
.9

8
3
8
9

0
.9

9
7
4
8

0
.9

8
9
1
8

0
.1

0
2
8

9
1
.4

1
2

4
.9

4
.1

2
1

2
.1

3
.5

1
.2

1
.2

6
.0

0
.6

1
2
.6

0
.2

7
2
9

3
.0

4
8
年

目
H

8
0

0
.9

8
3
6
3

0
.9

9
7
4
8

0
.9

8
9
0
6

0
.0

9
8
9

9
1
.4

1
1

4
.9

4
.1

2
0

2
.0

3
.5

1
.2

1
.2

5
.9

0
.5

8
2
.6

0
.2

5
2
9

2
.9

4
9
年

目
H

8
1

0
.9

8
3
3
5

0
.9

9
7
4
7

0
.9

8
8
9
4

0
.0

9
5
1

9
1
.4

1
1

4
.9

4
.1

2
0

1
.9

3
.4

1
.2

1
.2

5
.8

0
.5

6
2
.5

0
.2

4
2
9

2
.7

合
　

計
 

6
0
5

2
0
7

1
7
1

9
8
4

2
3
5

1
9
3

5
5

5
4

3
0
2

7
7

1
2
9

3
3

1
,4

1
5

3
4
5

年
度

（
基

準
年

）

Ｈ
2
1
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様
式

－
５

便
益

の
現

在
価

値
算

定
表

箇
所

名
：
国

道
5
7
号

　
阿

蘇
大

津
道

路
　

(残
事

業
)

G
D

P
合

　
　

　
計

総
走

行
台

ｷ
ﾛ
の

年
次

別
伸

び
率

割
戻

率
ﾃ

ﾞﾌ
ﾚ
ｰ
ﾀ

走
行

時
間

短
縮

便
益

(億
円

)
走

行
経

費
減

少
便

益
(億

円
)

 事
故

減
少

便
益

(億
円

)
(億

円
)

(南
九

州
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
)

現
在

価
値

現
在

価
値

現
在

価
値

便
益

合
計

現
在

価
値

年
次

乗
用

車
類

貨
物

車
類

全
  

車
(A

)
乗

用
車

類
小

型
貨

物
普

通
貨

物
①

　
計

①
×

(A
)

乗
用

車
類

小
型

貨
物

普
通

貨
物

②
　

計
(A

)×
②

③
③

×
(A

)
(①

～
③

)
割

引
率

4
%

供
用

開
始

年
次

H
3
2

0
.9

9
6
8
1

0
.9

9
6
6
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